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2011年4月18日《No.2527》

東日本大震災対策ニュース　№18
崎浜でのボランティア活動を終えて

	全労連・国公労連や民主団体などでつくる「全国災対連共同支援センター」がとりくんでいるボランティア。4月7日から岩手で活動している全法務・中坊書記次長からの最終報を紹介します。


《4月15日》
最終日。朝早く起き、今日去る崎浜の地をゆっくりと歩きました。たった1週間の滞在でしたが、いま見る景色は大きく変わったように見えます。この崎浜でも、鉄骨がむき出しに残っていた建物がきれいに解体されていました。三陸町でも倒れていた電柱がどけられ、新しい電柱を立てていました。
港を歩いていると海の底が見える程きれいな海が広がっています。しかし、堤防には打ち上げられた船が残っており、底には船や瓦礫がいまだに沈んでいます。この宿は船を持ち、漁で獲れた魚料理が自慢です。宿の主人は、「これから数年間は漁はできない。」と語っていたことを思いだします。
8時30分、新しいメンバーが、いつもの時間に出かけていきます。それを手をふって見送り、私たちもこの町を去ります。

崎浜にも桜が咲く季節となりました。この桜が散る頃には、また一歩進んだ崎浜となっていることでしょう。また、この体験で得た、被災者が地震や津波で感じたこと、学んだことを私たちは伝えていく必要があります。

最後に出会ったすべての方に「ありがとう」。そして、また崎浜に帰ってきます。

以　上




〈発行〉国公労連
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【救援カンパの振込先】


中央労働金庫　新橋支店（普通）2255113　名義：国公労連２


注）この口座は大震災への救援カンパ専用です





国公労連速報
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